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令和６年２月臨時議会 議案概要 担当課 総務課 種別 予算

議案番号 議案第１号 議案名 令和５年度琴浦町一般会計補正予算(第 12 号)

目 的
元職員の不適切な事務に起因する賠償金等の経費、行政訴訟対応経費及び不

足する小中学校の光熱費などを追加するもの。

内 容

１ 補正額 [単位：千円]

２ 主な追加内容

歳入予算の補正内容については、次のとおりである。

（１）繰入金

ア 財政調整基金繰入金 ［8,000 千円］

（２）諸収入

ア 雑入（自然公園美化推進補助金返還金）［838 千円］

元職員からの返還に伴う琴浦町自然公園美化推進補助金の返還金

イ 加算金 ［214 千円］

元職員からの返還に伴う琴浦町自然公園美化推進補助金の返還に伴

う加算金

歳出予算の主な補正内容については、次のとおりである。

【元職員の不適切な事務に起因する賠償金等】

(１) 船上山倒木処理等の経費に係る賠償金 [263 千円]

ア 事業説明

一般会計から負担すべき倒木処理等の支出を大山国立公園協会琴

浦町支部が管理する通帳から執行し、損害を生じさせたため、賠償を

行う。

イ 経費

賠償金 [263 千円]

ウ 財源

一般財源 [263 千円]

（２）船上山農産物加工施設の水道使用料に係る賠償金 [164 千円]

ア 事業説明

琴浦町船上山人材活用加工施設（さくらの里）における水道管破損

に伴い発生した漏水について、対策処置を適切に講じなかったこと及

び事務手続上の瑕疵に起因する地元団体への水道使用料にかかる賠償

を行う。

補正前予算額 補正額 補正後予算額

13,578,550 9,052 13,587,602
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イ 経費

賠償金 [164 千円]

ウ 財源

一般財源 [164 千円]

(３）令和４年度中国自然歩道施設管理委託料返納金 [273 千円]

ア 事業説明

県から委託を受けて実施する令和４年度中国自然歩道施設管理に

ついて、元職員が作業賃金を適切に支払わなかったことに起因し、県

へ返納する。

イ 経費

返納金 [273 千円]

ウ 財源

一般財源 [273 千円]

(４) 令和５年度琴浦町自然公園美化推進補助金 [△300 千円]

ア 事業説明

琴浦町自然公園美化推進補助金の補助金交付要綱廃止に伴い減額

する。

（令和６年２月１５日付けで廃止予定）

イ 経費

補助金 [△300 千円]

ウ 財源

一般財源 [△300 千円]

【その他】

(１) 行政訴訟対応経費 [490 千円]

ア 事業説明

公金支出金返還請求にかかる行政訴訟に対応するため、弁護士に

委託する経費を追加する。

イ 経費

弁護士委託料[490 千円]

ウ 財源

一般財源 [490 千円]

(２) 小中学校電気代 [8,130 千円]

ア 事業説明

小中学校の電気代について光熱費の高騰により不足が生じること
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から光熱水費を増額する。

イ 経費

光熱水費 [8,130 千円]

ウ 財源

一般財源 [8,130 千円]

３ 債務負担行為

追加

４ 基金残高

[単位：千円]

補足事項

事 項 期間 限度額

行政訴訟に係る弁護士委託業務
契約締結の日から

事件処理終了年度まで

訴訟委託契約に

伴う補償金その他

実費等の額

基金名 補正額 補正後残高(見込）

財政調整基金 △8,000 957,180
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令和６年２月臨時議会 議案概要 担当課 商工観光課 種別 その他

議案番号 議案第２号 議案名 和解及び損害賠償額の決定について

目 的

損害賠償の額を定め、相手方と和解することについて、地方自治法(昭和

22 年法律第 67 号)第 96 条第１項の規定により、議会の議決を得ようとする

もの。

内 容

１ 和解及び損害賠償の相手方

(甲) 大山国立公園協会 琴浦町支部 支部長 福本 まり子

２ 和解の要旨

町は、甲に損害賠償金２６２，２９５円を支払うものとすること。

３ 本件の概要

（１）発生年月日 令和３年２月３日から令和３年３月２５日まで

（２）状況

元職員が一般会計から負担すべき倒木処理等の支出を甲管理の大山

国立公園協会琴浦町支部通帳会計から執行し、損害を生じさせたもので

ある。

補足事項
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令和６年２月臨時議会 議案概要 担当課 商工観光課 種別 その他

議案番号 議案第３号 議案名 和解及び損害賠償額の決定について

目 的

損害賠償の額を定め、相手方と和解することについて、地方自治法(昭和

22 年法律第 67 号)第 96 条第１項の規定により、議会の議決を得ようとする

もの。

内 容

１ 和解及び損害賠償の相手方

(甲) ２１世紀やまごく村 代表 小椋 吉光

２ 和解の要旨

町は、甲に損害賠償金１６３，３０５円を支払うものとすること。

３ 本件の概要

（１）発生期間 令和３年３月から令和５年１月まで

ア 項目 船上山農産物加工施設に係る水道料金

イ 損害賠償金 １０２，５６７円

ウ 状況

現在使用していない町管理の琴浦町船上山人材活用加工販売施設

と共有の水道メーターにより料金算定を行っていた甲管理の船上山農

産物加工施設について、町が適切な漏水対応を行わなかった結果、高

額となった水道料金７か月分を甲が負担することとなり、甲に損害を

生じさせたもの。

（２）発生期間 令和５年２月から令和５年３月まで

ア 項目 船上山農産物加工施設に係る水道料金

イ 損害賠償金 ６０，７３８円

ウ 状況

甲管理の船上山農産物加工施設専用の水道メーター設置工事を町が

実施した際、元職員が誤って町名義で水道使用届を提出したため、甲

が支払うべき水道料金を町が負担し、漏水に伴い高額となった町が支

払うべき水道料金２か月分を甲に負担させ、甲に損害を生じさせたも

の。

補足事項
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船上山農産物加工施設（さくらの里）の水道使用料に係る賠償金

①令和3年3月から令和4年12月まで

②水道ﾒｰﾀｰ設置工事（令和4年12月1日から12月28日）※町事業

③名義変更（令和5年3月20日）

Ｍ

船上山農産物

加工施設

船上山人材活用

加工販売施設

（さくらの里）

漏水

止水

やまごく村が使用者

さくらの里の漏水がやまごく村の

使用料金に跳ね返っていた。

止水栓の開け閉めで対応。

Ｍ

船上山農産物

加工施設

船上山人材活用

加工販売施設

（さくらの里）

漏水

止水

やまごく村が使用者のまま

加工施設のメーターを新設。町が工事した関係で、

加工施設の使用者が町になっている。

Ｍ 止水
工事した町が使用者

Ｍ

船上山農産物

加工施設

船上山人材活用

加工販売施設

（さくらの里）

漏水

止水

町が使用者

名義変更

さくらの里：やまごく村→　　町

加工施設：　　町　　→やまごく村

Ｍ 止水
やまごく村が使用者

・M：水道ﾒｰﾀｰ　・止水：止水栓
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元職員による不適正事務処理について

商工観光課

このことについて、以下のとおり報告する。

１ 不適正支出額等

※ 元職員の不適正支出額、国県町への返還金の一部及び加算金等並びに作業賃金の支払いに要

する金額の合計額。令和 6年 1月 29 日に元職員から任意団体の口座へ全額入金済み。

２ 経過

３ 不正の手法

（１）自然公園美化推進事業（通帳会計）

大山国立公園協会琴浦町支部（事務局：商工観光課）の通帳を上司に無断で持ち出し、

口座から ATM で現金を払出し着服した。

口座から払出した金額に合わせて、架空の作業記録、請求書等を偽造して、実際に事業

を行い適正に経費を支払ったように装い、国、県、町へ虚偽の実績報告書を提出して補助

金を支払わせた。

（２）日韓友好資料館企画運営委員会事業（通帳会計）

琴浦町日韓友好資料館企画運営委員会（事務局：商工観光課）の通帳を上司に無断で持

ち出し、口座から ATM で現金を払出し着服した。

実際には事業を実施していないにもかかわらず、請求書等を偽造して、令和３年度、令

和４年度に事業を実施したように装い、県へ虚偽の実績報告書を提出して負担金を支払

わせた。

（３）中国自然歩道管理事業（一般会計）

事業名 不適正支出額 元職員の返還額 ※

(1)自然公園美化推進事業（通帳会計） 832,299 円 1,883,316 円

(2)日韓友好資料館企画運営委員会事業（通帳会計） 102,050 円 129,686 円

(3)中国自然歩道管理事業（一般会計） － －

計 934,349 円 2,013,002 円

日 付 内 容

令和 5年

11 月 30 日

町消防団口座預金横領事案報道を受け、課内で任意団体の通帳を確

認した結果、元職員による不適正支出が発覚。

12 月 3 日～

12 月 14 日

町から元職員への計 3回にわたる聞き取りにより、不適正な事務手

続きを自供。不適正支出額は生活費や交遊費にあてたと口述。

12 月 19 日 元職員を懲戒免職処分、町議会へ報告、記者会見、警察へ相談。

令和 6年

1月 29 日

任意団体から元職員へ不適正支出額等の返還を請求。同日、元職員

から任意団体の口座へ全額入金済み。



作業賃金を支払うための正規の手続きを行わず、町からの支払いを装って私費により

作業賃金を支払った。元職員は、県の契約額に合わせて作業記録を偽造し、虚偽の実績報

告書を県へ提出した。

４ 今後の対応

2 月 22 日に任意団体から県及び町へ補助金の返還等を行うとともに、未払いの作業賃金

を支払う予定。国については返還命令が届き次第、期日までに契約金額を返還を行う。

被害届等について弁護士、警察と相談中。

５ 再発防止策

全職員に対し職員コンプライアンス研修を開催する。また、琴浦町準公金取扱要綱を制

定し、町が管理するすべての通帳会計事業について適切な管理を徹底する。

６ その他

船上山倒木処理等の経費、船上山農産物加工施設の水道料金について、町が各団体へ与

えた金銭的損害の賠償金に係る補正予算を 2月 15 日の臨時議会へ上程する。



（１）令和２～４年度 自然公園美化推進事業（通帳会計）

（２）令和３・４年度 日韓友好資料館企画運営委員会事業（通帳会計）

県・国

d  263

県・国

　 作業人員、日付が実態と異なる実績報告
a 倒木処理等の代金を支部から支払い
b 支部の通帳から現金を不適正に払出し
c 作業員へ賃金を一部未払い

d 町から支部へ倒木処理等の金額を支払い
e 補助金・委託料の返還、加算金の納付
f 作業員へ未払い賃金を支払い

   架空の事業を県へ交付申請、実績報告
a 委員会の通帳から現金を不適正に払出し

b 県負担金の返還、加算金の納付

県

a  102

b  832 1,883

e  661

f   432

557
e  1,053838

町 町

a  263 c

102

（３）令和４年度 中国自然歩道管理事業（一般会計）

県

   作業人員、日付が実態と異なる実績報告
a 私費により作業員へ賃金を支払い
b 県委託料が未執行で町に残ったまま

   訂正した実績報告書を県へ1月9日提出
c 未執行の委託料を町から県へ返還

県

b  273

a  175

町 町

c  273

県

129

b  129

支部

委員会 元職員

元職員

作業員

業者 作業員

元職員

元職員

作業員業者

元職員

元職員

支部

委員会

作業員

【不正時】 【今後の対応】
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